
外来感染対策向上加算
　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先

生
方
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
名
古
屋
掖
済
会
病
院
感
染
対
策
室
で

す
。
普
段
は
患
者
様
・
ス
タ
ッ
フ
を
感
染

か
ら
守
る
裏
方
の
仕
事
を
行
う
部
署
で
す

が
、CO

VID

騒
ぎ
で
ち
ょ
っ
と
目
立
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
諸
先
生
方
に
令
和
４
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
伴
っ
て
、

「
外
来
感
染
対
策
向
上
加
算
」
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
少
し
解
説
さ
せ
て
頂
き
、

取
得
に
向
け
て
掖
済
会
病
院
と
し
て
お
手

伝
い
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
、
一
緒
に
考

え
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
先
生
の
診
療
所
が　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
診
療
・
検
査

医
療
機
関
で
あ
り
、
自
治
体
の
Ｈ
Ｐ
に
公

表
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
て
下
さ
い
。    

　

次
に　

院
内
感
染
管
理
者
を
決
め
ま

す
。
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
有
資
格

者
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
医
療
安
全
対
策

加
算
を
と
っ
て
い
る
施
設
で
は
、
医
療
安

全
管
理
者
と
兼
任
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

年
２
回
、
当
院
ま
た
は
地
域
医
師
会

が
主
催
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し

て
下
さ
い
。
新
興
感
染
症
の
発
生
等
を
想

定
し
た
訓
練
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
年

感
染
対
策
室
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１
回
以
上
参
加
し
て
い
る
こ
と
と
あ
る
た

め
、
当
院
で
個
人
防
護
具
の
着
脱
訓
練
な

ど
の
訓
練
を
企
画
し
、
参
加
を
募
集
す
る

の
で
参
加
し
て
下
さ
い
。
有
事
の
際
の
必

要
な
情
報
や
そ
の
共
有
方
法
に
つ
い
て
事

前
に
協
議
し
記
録
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

の
で
、
当
院
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
際
に

議
題
と
し
、
議
事
録
と
し
て
提
供
す
る
予

定
で
す
。

　
　

年
２
回
以
上
、
職
員
を
対
象
と
し
た

研
修
を
開
催
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
外

部
の
研
修
会
へ
の
参
加
で
は
不
可
の
た

め
、Ａ
Ｍ
Ｒ
臨
床
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
が
公
開
し
て
い
る
医
療
従
事
者
向
け

の
資
料
を
活
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
　

感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
準
備
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
院
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
参
考
に
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
先

生
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

　

院
内
に　

院
内
感
染
防
止
対
策
に
関
す

る
取
り
組
み
事
項
を
掲
示
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
当
院
の
掲
示
物
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
参
考
に
貴

院
の
状
況
に
合
わ
せ
て
作
成
し
て
下
さ

い
。

　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
強
化
加
算
算
定
は
、

　

地
域
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
へ
の
参
加
が

必
要
で
す
。
地
域
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を

紹
介
致
し
ま
す
。
ま
た
、
抗
生
物
質
の
使

用
に
関
し
て
は
、
抗
微
生
物
薬
適
正
使
用

の
手
引
き
を
参
考
に
適
正
使
用
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て

当
院
の
Ａ
Ｓ
Ｔ
チ
ー
ム
が
お
手
伝
い
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

連
携
強
化
加
算
は
当
院
へ　

年
４
回
以

上
、
感
染
症
の
発
生
状
況
、
抗
菌
薬
の
使

用
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
が
必
要
で
す
。

報
告
書
の
書
式
例
を
当
院
で
準
備
致
し
ま

す
の
で
必
要
な
先
生
は
お
申
し
出
下
さ

い
。
こ
れ
で
患
者
１
人
の
外
来
診
療
に
つ

き
月
一
回
に
限
り　

点
を
算
定
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

感
染
対
策
は
当
院
だ
け
で
出
来
る
も
の

で
は
な
く
、
耐
性
菌
対
策
な
ど
、
地
域
と

し
て
の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
今
後
も

宜
し
く
ご
指
導
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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外来感染対策向上加算
新型コロナウイルス感染症に係る
診療・検査医療機関であり、
自治体のＨＰに公表されている

当院または地域医師会が主催する
カンファレンスに参加する
新興感染症の発生等を想定した訓練について、
年１回以上参加が必要なため、当院で個人防護
具の着脱訓練などの訓練を企画します。

有事の際の必要な情報やその共有方法について
事前に協議し記録することが必要です。
当院カンファレンスの際に議題とし、議事録と
して提供予定です。

職員を対象とした研修を開催する

（２回/年）

（４回/年）

（２回/年）外部の研修会では不可。
ＡＭＲ臨床リファレンスセンターが公開してい
る医療従事者向け資料の活用をお勧めします。

感染対策マニュアル作成
必要があれば、当院のマニュアルをご参考下さい。

院内感染防止対策に関する
取り組み事項掲示
参考に当院の掲示物を掲載させていただきます。
貴院の状況に合わせて作成して下さい。

院内感染管理者を決める
医師、看護師などの医療有資格者であり、医療
安全対策加算をとっている施設では、医療安全
管理者と兼任はできません。

サーベイランス強化加算

（６点）

（１点） （３点）

地域のサーベイランスを紹介いたします。
抗生物質の使用に関しては、抗微生物薬適正
使用の手引きを参考に適正使用に取り組んで
いただきますが、必要に応じて当院のＡＳＴ
チームがお手伝いさせて頂きます。

連携強化加算

報告書の書式例を当院で準備致しますので
必要な先生はお申し出下さい。

地域のサーベイランスに参加している 当院へ感染症の発生状況、抗菌薬の
使用状況等についての報告

 外来感染対策向上加算
 届出に関する FAQ ページ →
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院内感染対策の取り組み事項 

院内ラウンド 
ICTが院内を巡視し、 
職員に感染対策の 
指導を行います。 

サーベイランス 
院内で検出される細菌
の検出状況を把握し、
集団感染を予防します。 地域連携 

近隣病院と、 
地域における感染対策
の向上を図っています。 

教育活動 
定期的に院内感染防
止対策研修を 行い、
知識向上に努めてい
ます。 
 

すべての患者様を院内感染から守るためにおこないます。 
 

病院長 

組織体制 
感染対策室（ICT）を設置
し、下記の取り組みを実施
しています。 

抗菌薬適正使用 
患者様に投与する薬剤
の選択・用法用量・投
与期間などの適正使用
を実践する。 

閲覧にはパスワードが必要です。
外来感染対策向上加算 連携依頼をいただいた
医療機関へ連絡しております。

 外来感染対策向上加算
 届出に関する FAQ ページ →


